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成果概要：
自己教師あり学習モデルはラベルなし音声データから汎用的な特徴表現を学習し、音声認識などの下流タスクに高い性能をもたらす。一方で大量のデータ、大規模なスト
レージ、長いデータ処理時間が必要である。さらに自己教師あり学習モデルの音声言語の種類が下流タスクに影響することが知られている。そこで大規模計算資源である
ABCI3.0を活用し、低コストな自己教師あり学習モデルの構築と、構築したモデルにおける学習データの音声言語の種類が下流タスクに与える影響の検証を行った。

成果のポイント：

成果についてより詳細な情報を提供しているWebページ、発表論文などの情報：
- Neural Audio Codecを用いた低コストな自己教師あり学習モデルの検討, 瀧澤大吾, 中村友彦, Samuele Cornell, William Chen, 深山覚, 渡部晋治, 日本音響学会講演論文集
（2026年春季）, 2026.

- Neural Audio Codecを用いた自己教師あり学習モデルにおける事前学習データの言語が下流タスクに与える影響の検証,瀧澤大吾, 中村友彦, Samuele Cornell, William 
Chen, 深山覚, 渡部晋治, 日本音響学会講演論文集（2026年春季）, 2026.

①ニューラルオーディコーデックを用いた低コストな自己教師あり学習モデルの構築
ニューラルオーディオコーデック（NAC）を用いた自己教師あり学習モデルNAC HuBERTは、事
前学習においてストレージおよび計算コストを削減し、音声認識・音声感情認識においてNACを
使わない場合と同程度の性能を発揮した。一方、NACによる音声圧縮に起因して性能がわずかに
低下することが確認された。

②自己教師あり学習モデルにおける学習データの音声言語の種類の下流タスクへの影響を検証
下流タスクの言語と同じ言語で事前学習したNAC HuBERTを用いた場合に、下流タスクの性能が
最も高くなることがわかった。一方でNACの学習に用いる言語の違いによる性能差は限定的で
あった。NAC HuBERTの構築においては下流タスクと同じ言語の事前学習が有効である一方、
NACについては特定言語にあわせて再学習の必要は低いことがわかった。

図1.  ニューラルオーディオコーデックを用いた
自己教師あり学習モデルNAC HuBERTの構築法
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